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山
茶
花
大
学
「
新
春
の
つ
ど
い
」 広

報
部 

大
代
地
区
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
大

学
の
山
茶
花
大
学
で
、
２
月
４
日
（
水
）
に
、「
新

春
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
た
の
で
、
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

い
つ
も
で
す
と
、
座
学
形
式
で
の
講
義
が
メ
イ

ン
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
大
正
琴
・
生
け

花
・
日
本
舞
踊
の
鑑
賞
と
、
一
風
変
わ
っ
た
内
容

で
し
た
。 

生
け
花
の
実
演
も
私
は
初
め
て
の
鑑
賞
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
正
琴
は
、
前
半
は
演
奏
を
鑑
賞
し
、

後
半
は
参
加
者
全
員
で
合
唱
と
合
わ
せ
て
の
演
奏

で
終
了
し
ま
し
た
。
次
年
度
も
開
催
予
定
だ
そ
う

で
す
の
で
、
次
回
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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草
月
流
麗
光
会
の
生
け
花 

② 

暁
流
仙
台
南
支
部
の
日
本
舞
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③
④ 

瑞
穂
流
瑞
穂
会
の
日
本
舞
踊 

⑤
⑥ 

琴
伝
流
「
琴
音
会
」
の
大
正
琴 

 

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
大
会
出
場 

広
報
部 

大
代
地
区
公
民
館
で
25
年
度
に
事
業
と
し
て
行
っ

た
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
、
26
年
度
か
ら
は

サ
ー
ク
ル
化
し
て
活
動
を
行
い
、
２
月
７
日
に
多
賀
城

市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
第
11
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
初
め
て
出
場
し
ま
し
た
。 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美

氏 

   

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

） 
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み
ん
な
元
気
よ
く
ピ
ッ
チ
を
駆
け
回
り
、
練
習

と
本
番
の
違
い
を
実
感
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 

 

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
と
練
習
し
、
楽
し
み

な
が
ら
も
力
強
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ 

大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

平
成
26
年
度
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
を
、

左
記
の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

記 

日
に
ち 

平
成
27
年
３
月
14
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

  

  
３
月
15
日
（
日
） 

内 

容 

（
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
） 

 

３
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
40
分
か
ら
10
時 

 

実
行
委
員
長
挨
拶
・
来
賓
紹
介 

な
ど 

 

（
作
品
展
示
の
部
） 

 

３
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時 

 

３
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時 

油
絵
・
切
り
絵
・
は
が
き
絵
・
ペ
ン
習
字 

パ
ン
ア
ー
ト
・
野
草
の
展
示 

他 
 

 
 （

舞
台
発
表
の
部
） 

 

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
終
了
ま
で 

 

社
交
ダ
ン
ス
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
・ 

カ
ラ
オ
ケ
・
剣
道
・
大
正
琴
・
日
本
舞
踊 

他 

 

（
清
水
秀
彦
氏 

講
演
会
） 

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
で
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル
タ

仙
台
や
横
浜
マ
リ
ノ
ス
な
ど
で
監
督
と
し
て
指

揮
を
執
ら
れ
た
清
水
秀
彦
氏
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。 

日
に
ち 
３
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分 

か
ら
３
時
（
予
定
） 

テ
ー
マ 

「
目
標
を
達
成
し
て
た
く
ま
し
く
‼
」 

 

ふ
れ
あ
い
短
歌 

大
代
西
区 
藤
田 

遊
子 

復
旧
の 

貞
山
運
河
の 

 
 

水
澄
み
て 

風
光
明
媚 

鴛
鴦

お
し
ど
り

遊
ぶ 

子
供
の
交
通
安
全
教
室
に
つ
い
て 

生
活
安
全
部 

新
入
学
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

日 

時 

３
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午 

場 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

内 

容 

交
通
安
全
講
話
＆
み
ん
な
で
遊
ぶ
ゲ

ー
ム 

講 

師 

大
代
駐
在
所
長 

武
田 

一
貴
氏 

参
加
費 

無
料
（
参
加
し
た
お
子
様
に
お
み
や
げ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。） 

申
込
み 

３
月
20
日
（
金
）
ま
で
申
込
用
紙
に

記
載
の
上
、
大
代
地
区
公
民
館
窓
口
に

提
出
又
は
電
話
（
３
６
４
・
８
４
４
２
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

各
区
子
供
会
、
親
子
会
の
方
へ 

大
代
地
区
の
事
業
と
し
て
、
今
後
共
同
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
年
目
に
思
い
を
よ
せ
て 

大
代
南
区 

星 

繁
子 

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
ず
」
と
寒
い
冬
の

生
活
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
句
文
で
も
あ
り

私
は
大
好
き
で
し
た
。
で
も
、
３
・
11
の
震
災

以
来
、
気
象
は
狂
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 昨

年
の
冬
の
大
雪
で
北
海
道
や
日
本
海
側
の

地
域
で
は
い
た
ま
し
い
雪
の
事
故
が
あ
り
心
が

痛
み
ま
し
た
。
そ
の
冬
も
過
ぎ
、
希
望
の
春
と
思

い
き
や
、
春
の
台
風
・
竜
巻
・
夏
の
台
風
に
よ
る

洪
水
、
豪
雨
に
よ
る
広
島
の
地
滑
り
、
長
野
県
御

岳
山
の
噴
火
な
ど
次
々
に
起
こ
る
災
害
に
は
必

ず
人
的
物
的
な
犠
牲
が
あ
り
ま
す
。
３
・
11
の

震
災
を
体
験
し
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
の
皆
さ

ん
か
ら
暖
か
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
今
日
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
も
何
か
し
な
く
て
は
‼
と
思
い
つ
つ
も
何

も
出
来
な
い
自
分
に
い
ら
立
ち
市
役
所
に
足
を

運
び
ま
し
た
。
市
役
所
の
受
付
に
は
募
金
箱
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害
が
発
生
す
る
毎
に
災
害
地
の
名

前
が
変
わ
り
ま
す
。
私
は
「
元
気
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
真
心
を
込
め
て
募
金
を
続
け
ま
し
た
。

年
が
明
け
暖
か
い
お
正
月
が
続
き
ま
し
た
が
、
さ

て
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
や
ら
。 

１
月
17
日
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
の 

節
目
の
年
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
阪
神
淡
路
の

復
興
の
状
況
、
肉
親
や
友
人
を
失
い
つ
つ
も
た
く

ま
し
く
生
き
る
姿
。
な
か
な
か
立
ち
上
が
れ
な
い

人
も
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
人

達
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

 
 

私
達
は
、
常
に
災
害
と
背
中
合
わ
せ
に
生
活
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
何
処
で
何
が
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
減
災
を
意
識
し
、
そ
の
立
場
で
で
き

る
助
け
合
い
を
考
え
一
日
一
日
を
大
切
に
生
き

よ
う
と
思
い
ま
す
。 

被
災
地
の
石
巻
の
人
達
は
500
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
を
灯
し
阪
神
淡
路
の
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
御
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

17
日
朝
５
時
46
分
、
テ
レ
ビ
の
黙
と
う
に
合
わ

せ
御
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
募
金
の
事

な
ど
人
に
話
す
事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
助
け
合
い
に
参
加
す
る
輪
を
広

げ
た
い
と
思
っ
た
の
で
敢
え
て
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

言
論
の
自
由
に
喝
！ 

大
代
南
区 

針
生 

吉
治 

昨
年
12
月
の
暮
、
25
年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
り
、

通
夜
の
晩
、
近
所
の
方
々
と
寺
の
住
職
さ
ん
と
話

し
合
う
機
会
が
あ
り
、
会
話
の
中
で
意
外
と
政
治

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。 

 
私
た
ち
高
齢
者
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
消

費
税
の
引
き
上
げ
に
加
え
、
医
療
介
護
保
険
料
等

の
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
特
例
水
準
解
消
の
た
め
の

年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
に
よ
り
年
金
収
入
を

唯
一
の
柱
と
し
て
い
る
年
金
生
活
者
に
と
っ
て

は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
年
度
か
ら
は
維
持
費
の
安
い
こ
と
で
人
気

の
あ
る
軽
自
動
車
の
税
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

企
業
は
経
営
難
。
国
は
財
政
難
を
理
由
に
挙
げ
れ

ば
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
国
民
は
家
計

難
で
あ
っ
て
も
給
料
は
上
が
ら
ず
泣
き
つ
く
所

も
な
い
。
景
気
が
い
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
ほ
ん

の
一
部
で
多
く
の
人
は
人
ご
と
と
冷
め
た
思
い

が
実
情
だ
。 

増
税
以
前
に
無
駄
遣
い
は
な
い
か
徹
底
的
に

見
直
し
節
約
す
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
よ
う

に
し
て
人
生
設
計
し
て
生
活
し
て
い
る
。
我
々
が

出
来
て
政
治
家
が
何
故
出
来
な
い
の
か
、
い
や
、

し
な
い
だ
け
だ
。 

30
数
年
前
、
行
政
改
革
を
言
い
出
し
た
の
は

政
治
家
自
身
で
は
な
い
か
。
内
容
は
、
国
会
議
員

の
数
が
多
い
（
衆
参
含
む
）
議
員
を
減
ら
す
事
を 

あ
げ
、
未
だ
に
こ
の
事
を
決
め
て
い
な
い
。
国
外

支
援
の
（
額
）
の
削
減
と
選
挙
の
公
約
へ
、
誠
実

に
誠
意
を
も
っ
て
力
の
限
り
と
い
う
言
葉
を
繰

り
返
す
候
補
者
の
声
が
響
く
。
我
々
国
民
が
期
待 
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砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
三
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
三
月
は
既
設
護
岸

の
撤
去
と
、

新
護
岸

と
し
て
の
鋼
矢
板
打

設
及
び
鋼
矢
板
上
部

コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
を

主
に
施
工
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(

3
5
2
‐

3
7
4
0
）

旧砂押川C工区（橋本橋～貞園橋間左岸）の川裏基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工を
行っています。B工区は川表基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工を90%完工で、引き続き川
裏基礎ｺﾝｸﾘｰトを施工します。A工区は、捨石の投入を開始しました。

中洲・JX・運河ｴﾘｱにて鋼矢板打設を継続しています。川表基礎ｺﾝｸ
ﾘｰﾄを中洲ｴﾘｱで継続しています。新仙流橋建設においては橋台・橋
脚の施工を開始しました。

砂押川右岸（念仏橋下流）にて鋼矢板圧入を継続中です。旧八幡ポ
ンプ場の解体撤去工事は完了いたしました。
※インターネット利用で工事の状況が見れるようになりました。
ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パスワード：
998633を入力ください。（AM 9:00 ～PM 5:00）

写真①

写真④
旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

工事場所

進捗率
2/28現在

2.5合目

完成

写真③

写真②

写真①

写真⑤

写真⑤

捨
石
投
入
開
始

写真③

写真②

写真④

写真⑥

川裏基礎工

写真⑥


